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Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査対象 

◇ 住民基本台帳に登録されている１８歳以上の方２,０００人 

 

２ 調査方法 

◇ 郵送による配布・回収 

 

３ 調査実施 

◇ 配布日 令和５年６月 15 日 回収期限 令和５年６月 30 日 

 

４ 回収結果 
◇ 配布数 ２，０００人 

◇ 回収数 ７６７人 

◇ 回収率 ３８．４％ 

 

５ 調査内容（大項目） 
 

１ あなた自身について 

２ 地域での日常生活について 

３ ボランティア活動等への参加について 

４ 福祉サービス全般について 

５ 「ひきこもり」について 

６ 災害時の対応及び避難行動要支援者支援制度について 

７ 成年後見制度について 

８ 再犯防止の取り組みについて 
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Ⅱ 調査結果 

１ あなた自身について 

（１）年齢 

⚫ 「60代」が 29.9％で最も高く、次いで「70代」（22.8％）となっており、60～70代で全体の

過半数を占めている。 

 

問１ 令和５年５月１日現在のあなたの年齢をお答えください 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

以上 

無回答 

767 11 30 64 112 124 229 175 7 15 

100.0% 1.4% 3.9% 8.3% 14.6% 16.2% 29.9% 22.8% 0.9% 2.0% 

 

（２）性別 

⚫ 「男性」51.4％、「女性」45.9％となっており、男性がやや女性の割合を上回っている。 

 

問２ あなたの性別をお答えください 

 

 

 

 

 

 

 

総数 男性 女性 答えたくない 

（どちらでもない） 

無回答 

767 394 352 5 16 

100.0% 51.4% 45.9% 0.7% 2.1% 

 

  

1.4

3.9

8.3 14.6 16.2 29.9 22.8 0.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 無回答

51.4 45.9

0.7

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 答えたくない（どちらでもない） 無回答
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（３）世帯状況 

⚫ 夫婦と子の２世代世帯が 33.5％で最も高く、次いで夫婦のみ世帯（24.1％）となっている。 

⚫ 世帯状況及び居住地区のクロス集計でみてみると、特に旧市内におけるひとり暮らし世帯の

割合（53.1％）が高くなっている。 

 

問３ あなたの現在の世帯状況をお答えください 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 ひとり 

暮らし世帯 

夫婦のみ 

世帯 

夫婦と子の

２世代世帯 

ひとり親と子

の２世代世帯 

３世代 

世帯 

その他 無回答 

767 64 185 257 58 121 64 18 

100.0% 8.3% 24.1% 33.5% 7.6% 15.8% 8.3% 2.3% 

 
＜世帯状況×居住地区クロス集計表＞ 

  総数 旧市内 浜田 

地区 

西袋 

地区 

稲田 

地区 

小塩江 

地区 

仁井田 

地区 

大東 

地区 

長沼 

地区 

岩瀬 

地区 

無回答 

ひとり暮らし

世帯 

64 34 2 11 2 0 2 10 1 1 1 

100.0% 53.1% 3.1% 17.2% 3.1% 0.0% 3.1% 15.6% 1.6% 1.6% 1.6% 

夫婦のみ世

帯 

185 67 10 32 13 13 20 8 11 10 1 

100.0% 36.2% 5.4% 17.3% 7.0% 7.0% 10.8% 4.3% 5.9% 5.4% 0.5% 

夫婦と子の２

世代世帯 

257 95 13 40 11 18 24 17 19 15 5 

100.0% 37.0% 5.1% 15.6% 4.3% 7.0% 9.3% 6.6% 7.4% 5.8% 1.9% 

ひとり親と子

の２世代世帯 

58 28 0 4 4 3 7 7 1 3 1 

100.0% 48.3% 0.0% 6.9% 6.9% 5.2% 12.1% 12.1% 1.7% 5.2% 1.7% 

３世代世帯 121 30 7 13 7 7 9 11 18 17 2 

100.0% 24.8% 5.8% 10.7% 5.8% 5.8% 7.4% 9.1% 14.9% 14.0% 1.7% 

その他 64 22 1 12 2 3 7 6 1 8 2 

100.0% 34.4% 1.6% 18.8% 3.1% 4.7% 10.9% 9.4% 1.6% 12.5% 3.1% 

 

  

8.3 24.1 33.5 7.6 15.8 8.3 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり暮らし世帯 夫婦のみ世帯 夫婦と子の２世代世帯

ひとり親と子の２世代世帯 ３世代世帯 その他

無回答
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（４）居住地区 

⚫ 「旧市内」が 36.0％で最も高く、次いで「西袋地区」（14.7％）となっている。 

  

問４ 現在、お住まいの地区をお答えください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総数 旧市内 浜田 

地区 

西袋 

地区 

稲田 

地区 

小塩江 

地区 

仁井田 

地区 

大東 

地区 

長沼 

地区 

岩瀬 

地区 

無回答 

767 276 34 113 39 44 69 59 51 55 27 

100.0% 36.0% 4.4% 14.7% 5.1% 5.7% 9.0% 7.7% 6.6% 7.2% 3.5% 

 

（５）職業 

⚫ 「年金生活者」が 22.6％で最も高いが、回答者属性（最多年代）の影響が高いものと考えら

れる。次いで高いのは「正社員」（19.7％）となっている。 

 

問５ あなたの職業についてお答えください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数 

農
林
業
等
の
自
営
業 

商
工
業
等
の
自
営
業 

正
社
員 

公
務
員
・団
体
職
員 

契
約
・派
遣
社
員 

パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト 

自
由
業
者
（医
師
・弁
護

士
等
） 

会
社
役
員 

学
生 

専
業
主
婦
・主
夫 

年
金
生
活
者 

自
営
の
サ
ー
ビ
ス
業 

無
職
（専
業
主
婦
・主
夫
、

年
金
生
活
者
は
除
く
） 

そ
の
他 

無
回
答 

767 55 19 151 45 39 87 4 28 12 49 173 28 40 20 17 
100.0% 7.2% 2.5% 19.7% 5.9% 5.1% 11.3% 0.5% 3.7% 1.6% 6.4% 22.6% 3.7% 5.2% 2.6% 2.2% 

  

36.0 4.4 14.7 5.1 5.7 9.0 7.7 6.6 7.2 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

旧市内 浜田地区 西袋地区 稲田地区 小塩江地区

仁井田地区 大東地区 長沼地区 岩瀬地区 無回答

7.2 2.5 19.7 5.9 5.1 11.3

0.5

3.7

1.6

6.4 22.6 3.7 5.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農林業等の自営業 商工業等の自営業

正社員 公務員・団体職員

契約・派遣社員 パート・アルバイト

自由業者（医師・弁護士等） 会社役員

学生 専業主婦・主夫

年金生活者 自営のサービス業

無職（専業主婦・主夫、年金生活者は除く） 無回答
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２ 地域での日常生活について 

（１）須賀川市の住みやすさ 

⚫ 「住みやすい」＋「まあ住みやすい」を合わせると 78.3％となり、回答者の 8 割程度は地域

を『住みやすい』と感じている。 

⚫ 居住地区別にみると、「住みやすい」の割合が他地区に比べて高かったのは旧市内（39.9％）、

「住みにくい」の割合が高かったのは大東地区（13.6％）となっている。 

 

問６ あなたが、いま住んでいる地域は住みやすいと感じますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 住みやすい まあ住みやす

い 

どちらともいえ

ない 

やや住みにく

い 

住みにくい 無回答 

767 229 371 77 41 29 20 

100.0% 29.9% 48.4% 10.0% 5.3% 3.8% 2.6% 

 

＜居住地区クロス集計表＞ 

  総数 住みやす

い 

ま あ住み

やすい 

どちらとも

いえない 

やや住みに

くい 

住みにくい 無回答 

旧市内 276 110 135 22 4 5 0 

100.0% 39.9% 48.9% 8.0% 1.4% 1.8% 0.0% 

浜田地区 34 9 16 8 1 0 0 

100.0% 26.5% 47.1% 23.5% 2.9% 0.0% 0.0% 

西袋地区 113 42 55 8 5 1 2 

100.0% 37.2% 48.7% 7.1% 4.4% 0.9% 1.8% 

稲田地区 39 12 15 4 3 4 1 

100.0% 30.8% 38.5% 10.3% 7.7% 10.3% 2.6% 

小塩江 

地区 

44 10 22 5 5 2 0 

100.0% 22.7% 50.0% 11.4% 11.4% 4.5% 0.0% 

仁井田 

地区 

69 15 37 9 4 3 1 

100.0% 21.7% 53.6% 13.0% 5.8% 4.3% 1.4% 

大東地区 59 9 30 9 2 8 1 

100.0% 15.3% 50.8% 15.3% 3.4% 13.6% 1.7% 

長沼地区 51 10 23 5 8 5 0 

100.0% 19.6% 45.1% 9.8% 15.7% 9.8% 0.0% 

岩瀬地区 55 9 30 7 8 1 0 

100.0% 16.4% 54.5% 12.7% 14.5% 1.8% 0.0% 

 

  

29.9 48.4 10.0 5.3 3.8 2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住みやすい まあ住みやすい どちらともいえない

やや住みにくい 住みにくい 無回答
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（２）ご近所付き合いの程度 

⚫ 「あいさつを交わす程度の人がいる」が 28.3％で最も高く、次いで「立ち話のできる人がい

る」（27.2％）となっている。 

⚫ 一方、「なにか困ったときに助け合えるような親しい人がいる」が最も高いのが、浜田地区

（41.2％）、長沼地区（31.4％）、「立ち話のできる人がいる」が最も高いのが仁井田地区

（36.2％）、稲田地区（35.9％）となっている。 

 

問７ あなたは、ご近所の方とどの程度の付き合いがありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 なにか困った

ときに助け合

えるような親

しい人がいる 

お互いに訪

問し合う人

がいる 

立ち話の

で き る 人

がいる 

あいさつ

を交わす

程度の人

がいる 

ほとんど

付き合い

がない 

近所にどん

な 人 が 住

んでいるか

わからない 

わからな

い 

無回答 

767 152 84 209 217 68 16 5 16 

100.0% 19.8% 11.0% 27.2% 28.3% 8.9% 2.1% 0.7% 2.1% 

 

  

19.8 11.0 27.2 28.3 8.9 2.1

0.7

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

なにか困ったときに助け合えるような親しい人がいる
お互いに訪問し合う人がいる
立ち話のできる人がいる
あいさつを交わす程度の人がいる
ほとんど付き合いがない
近所にどんな人が住んでいるかわからない
わからない
無回答
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＜居住地区クロス集計表＞ 

  総数 なにか困っ

たときに助

け合えるよ

うな親しい

人がいる 

お互いに

訪問し合

う人がい

る 

立ち話の

できる人

がいる 

あいさつ

を交わす

程度の人

がいる 

ほとんど

付き合い

がない 

近所にど

んな人が

住んでい

るかわか

らない 

わからな

い 
無回答 

旧市内 276 42 26 78 92 29 8 1 0 

100.0% 15.2% 9.4% 28.3% 33.3% 10.5% 2.9% 0.4% 0.0% 

浜田 

地区 

34 14 6 5 7 2 0 0 0 

100.0% 41.2% 17.6% 14.7% 20.6% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 

西袋 

地区 

113 23 11 31 32 12 4 0 0 

100.0% 20.4% 9.7% 27.4% 28.3% 10.6% 3.5% 0.0% 0.0% 

稲田 

地区 

39 11 4 14 6 3 1 0 0 

100.0% 28.2% 10.3% 35.9% 15.4% 7.7% 2.6% 0.0% 0.0% 

小塩江 

地区 

44 8 6 11 15 3 0 1 0 

100.0% 18.2% 13.6% 25.0% 34.1% 6.8% 0.0% 2.3% 0.0% 

仁井田 

地区 

69 12 5 25 18 9 0 0 0 

100.0% 17.4% 7.2% 36.2% 26.1% 13.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

大東 

地区 

59 10 6 16 19 5 1 2 0 

100.0% 16.9% 10.2% 27.1% 32.2% 8.5% 1.7% 3.4% 0.0% 

長沼 

地区 

51 16 9 13 11 1 1 0 0 

100.0% 31.4% 17.6% 25.5% 21.6% 2.0% 2.0% 0.0% 0.0% 

岩瀬 

地区 

55 16 10 13 13 0 1 1 1 

100.0% 29.1% 18.2% 23.6% 23.6% 0.0% 1.8% 1.8% 1.8% 
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（３）ご近所で手助けが必要な場合の行動 

⚫ 「本人から手助けを求められれば手助けする」が 34.3％で最も高く、次いで「自分でできる

ことを探して手助けする」（19.8％）となっている。 

 

問８ あなたは、ご近所で高齢者やこども、障がいのある人、子育て等で手助けが必要な人

がいたらどうしますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 自分でで

き る こ と

を探して

手助けす

る 

近所の人

と一緒に

なって手

助けする 

行政機関

等から協

力を頼ま

れれば手

助けする 

本人から

手助けを

求められ

れば手助

けする 

手助けし

たいがな

かなかで

きない 

関わりた

くないの

で、手助

けしない 

わからな

い 

その他 無回答 

767 152 107 59 263 102 13 43 12 16 

100.0% 19.8% 14.0% 7.7% 34.3% 13.3% 1.7% 5.6% 1.6% 2.1% 

 

  

19.8 14.0 7.7 34.3 13.3

1.7

5.6

1.6

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分でできることを探して手助けする
近所の人と一緒になって手助けする
行政機関等から協力を頼まれれば手助けする
本人から手助けを求められれば手助けする
手助けしたいがなかなかできない
関わりたくないので、手助けしない
わからない
その他
無回答
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（４）ご近所付合いで大切なもの 

⚫ 「日常のあいさつ等による、人と人とのふれあい」が 60.0％で最も高く、次いで「防犯活動

や災害のときの助け合い」（42.5％）となっている。 

 

問９ あなたは、ご近所との付き合いや関わりで、これからはどんなことが大切になると 

思いますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数 

日
常
の
あ
い
さ
つ
等
に
よ
る
、

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い 

自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
り
、

話
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
場
づ

く
り 

子
育
て
や
し
つ
け
等
、
子
ど
も

の
問
題
を
一
緒
に
考
え
る
仲
間

づ
く
り 

高
齢
者
の
見
守
り
や
生
き
が
い

づ
く
り 

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の 

場
づ
く
り 

日
常
生
活
で
困
っ
た
と
き
の 

助
け
合
い 

町
内
会
・区
・清
掃
活
動
等
、
自

分
た
ち
の
地
域
を
大
切
に
す
る

姿
勢 

防
犯
活
動
や
災
害
の
と
き
の 

助
け
合
い 

病
気
・け
が
等
緊
急
時
の 

助
け
合
い 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

767 460 30 48 194 93 251 236 326 152 40 5 16 

― 60.0% 3.9% 6.3% 25.3% 12.1% 32.7% 30.8% 42.5% 19.8% 5.2% 0.7% 2.1% 
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（５）お住いの地域の課題等 

⚫ 「隣近所との交流が少ない」が 30.5％で最も高く、次いで「世代間の交流が少ない」（29.5％）

となっている。 

 

問 10 現在、あなたの住んでいる地域にはどのような問題や課題があると感じていますか 

（複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総

数 

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い 

自
由
に
集
え
る
居
場
所
が
少
な
い 

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い 

路
上
や
公
園
の
ご
み
が
増
え
た 

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か
ら
な
い 

安
心
で
き
る
子
ど
も
の
遊
び
場
が
少
な
い 

買
い
物
が
不
便
で
あ
る 

子
育
て
・教
育
支
援
が
十
分
で
な
い 

孤
立
状
態
の
人
が
い
る 

高
齢
者
支
援
が
十
分
で
は 

な
い 

治
安
が
良
く
な
い 

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
対
す
る 

虐
待
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る 

閑
散
と
し
て
活
気
が
な
い 

車
や
自
転
車
に
よ
る
危
険
が
多
い 

地
域
の
活
動
が
活
発
で
は 

な
い 

交
通
が
不
便
で
あ
る 

高
齢
者
・障
が
い
者
が
集
ま
れ
る 

場
が
少
な
い 

仕
事
が
少
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

767 234 103 226 88 183 149 203 77 47 112 18 4 88 133 138 210 93 88 42 53 

― 30.5

% 

13.4

% 

29.5

% 

11.5

% 

23.9

% 

19.4

% 

26.5

% 

10.0

% 

6.1

% 

14.6

% 

2.3 

% 

0.5 

% 

11.5

% 

17.3

% 

18.0

% 

27.4

% 

12.1

% 

11.5

% 

5.5 

% 

6.9 

% 
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（６）相談の相手 

⚫ 「よくある」の割合が最も高いのは「同居する家族」（54.2％）であり、ほか「親族」、「地域

の友人」の順に、相談の程度が高くなっている。 

⚫ 「インターネット上の他者」については「ない」が 75.1％となっている。 

 

問 11 あなたは困ったことがある場合、次の人に相談に乗ってもらったり、実際に助けて

もらうことはありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.2 

17.3 

5.6 

3.5 

7.2 

1.2 

1.7 

0.5 

5.1 

1.0 

21.8 

32.1 

18.5 

18.5 

26.6 

8.1 

11.3 

1.6 

19.3 

3.4 

8.7 

20.1 

25.3 

28.0 

23.9 

18.3 

22.8 

11.5 

14.6 

5.7 

8.6 

22.3 

37.0 

38.3 

30.1 

59.3 

51.2 

72.1 

46.8 

75.1 

6.6 

8.2 

13.6 

11.6 

12.3 

13.2 

12.9 

14.3 

14.2 

14.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

同居する家族

近くに住む親族

遠方に住む親族

隣近所の人

地域の友人

民生委員・地区の役員

市役所・各相談窓口

ボランティア

職場の友人

インターネット上の他者

よくある 時々ある あまりない ない 無回答
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（７）地域活動等への参加状況 

⚫ 「ほとんど（まったく）参加しない」が 54.6％で回答者の過半数を占めており、その理由と

しては「参加したい行事がない」（33.7％）が最も高くなっている。 

⚫ 地区別にみると、「よく参加する」＋「たまに参加する」の回答割合が過半数の地区もある（浜

田地区：53.4％、小塩江地区：59.1％、長沼地区：54.9％、岩瀬地区：61.6％） 

⚫ 何等か「参加」している回答者では、「町内会（区）の活動」が 59.7%で最も高く、次いで「地

域の祭りや運動会など」（58.2%）となっている。 

 

問 12 あなたは、地区の催しや行事（コミュニティセンター（公民館）活動等）に参加し

ていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 よく参加する たまに参加する ほとんど（まったく） 

参加しない 

無回答 

767 105 235 419 8 

100.0% 13.7% 30.6% 54.6% 1.0% 

 

＜居住地区クロス集計表＞ 

  総数 よく参加する たまに参加する 
ほとんど（まったく） 

参加しない 
無回答 

旧市内 276 35 74 162 5 

100.0% 12.7% 26.8% 58.7% 1.8% 

浜田地区 34 6 12 16 0 

100.0% 17.6% 35.3% 47.1% 0.0% 

西袋地区 113 23 29 60 1 

100.0% 20.4% 25.7% 53.1% 0.9% 

稲田地区 39 5 12 22 0 

100.0% 12.8% 30.8% 56.4% 0.0% 

小塩江地区 44 5 21 18 0 

100.0% 11.4% 47.7% 40.9% 0.0% 

仁井田地区 69 8 21 40 0 

100.0% 11.6% 30.4% 58.0% 0.0% 

大東地区 59 3 20 36 0 

100.0% 5.1% 33.9% 61.0% 0.0% 

長沼地区 51 11 17 22 1 

100.0% 21.6% 33.3% 43.1% 2.0% 

岩瀬地区 55 8 26 21 0 

100.0% 14.5% 47.3% 38.2% 0.0% 

 

  

13.7 30.6 54.6 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく参加する たまに参加する ほとんど（まったく）参加しない 無回答
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問 13（問 12 で「１」、「２」とお答えの方）あなたは、どのような地区の催しや行事に参加

していますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 地域の祭

りや運動

会など 

ス ポ ー ツ

活動など 

学 習 ・ 文

化活動 

清掃活動・

緑化活動 

防災・防犯

活動 

町内会（区）

の活動 

公民館活

動 

その他 

340 198 66 23 182 35 203 52 4 

― 58.2% 19.4% 6.8% 53.5% 10.3% 59.7% 15.3% 1.2% 
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問 14（問 12 で「３」とお答えの方）地区の催しや行事（コミュニティセンター（公民館）

活動など）に参加されない理由はなんですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総数 時間がない 行事を知らな

い 

参加したい行

事がない 

交通手段が

ない 

その他 無回答 

419 108 105 141 10 38 17 

100.0% 25.8% 25.1% 33.7% 2.4% 9.1% 4.1% 

 

（８）どのような地域にしていきたいか 

⚫ 「災害時に助け合える地域」が 35.9％で最も高く、次いで「お金のかからない住みやすい地

域」（34.9％）、「若い世代にとって魅力のある地域」（34.3％）となっている。 

⚫ 居住地区別にみると最多回答の内容に若干差異がみられる。 

⚫ 地域社会に期待する役割については、「災害等緊急事態が起きた時の対応」（71.6％）が最も高

くなっている。 

 

問 15 今後、あなたの住んでいる地域がどのような地域になればよいと思いますか 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.8 25.1 33.7

2.4

9.1 4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

時間がない 行事を知らない 参加したい行事がない

交通手段がない その他 無回答
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総
数 

近
隣
住
民
の
交
流
が 

盛
ん
な
地
域 

地
域
活
動
が
活
発
な 

地
域 

子
育
て
支
援
が
充
実 

し
た
地
域 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実 

し
た
地
域 

居
場
所
や
集
い
の
場
が 

充
実
し
た
地
域 

若
い
世
代
に
と
っ
て 

魅
力
の
あ
る
地
域 

経
済
活
動
が
盛
ん
な 

地
域 

安
心
し
て
働
け
る
場
が

多
く
あ
る
地
域 

お
金
の
か
か
ら
な
い 

住
み
や
す
い
地
域 

災
害
時
に
助
け
合
え
る 

地
域 

そ
の
他 

無
回
答 

767 180 116 154 261 122 263 77 118 268 275 16 22 

― 23.5% 15.1% 20.1% 34.0% 15.9% 34.3% 10.0% 15.4% 34.9% 35.9% 2.1% 2.9% 

 

 

＜居住地区クロス集計表＞  

総
数 

近
隣
住
民
の
交
流
が 

盛
ん
な
地
域 

地
域
活
動
が
活
発
な 

地
域 

子
育
て
支
援
が
充
実 

し
た
地
域 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実 

し
た
地
域 

居
場
所
や
集
い
の
場
が 

充
実
し
た
地
域 

若
い
世
代
に
と
っ
て 

魅
力
の
あ
る
地
域 

経
済
活
動
が
盛
ん
な 

地
域 

安
心
し
て
働
け
る
場
が 

多
く
あ
る
地
域 

お
金
の
か
か
ら
な
い 

住
み
や
す
い
地
域 

災
害
時
に
助
け
合
え
る 

地
域 

そ
の
他 

無
回
答 

旧市内 276 71 50 54 86 47 88 29 44 94 100 7 8 

100.0% 25.7% 18.1% 19.6% 31.2% 17.0% 31.9% 10.5% 15.9% 34.1% 36.2% 2.5% 2.9% 

浜田 

地区 

34 10 6 3 11 5 13 4 4 12 12 1 1 

100.0% 29.4% 17.6% 8.8% 32.4% 14.7% 38.2% 11.8% 11.8% 35.3% 35.3% 2.9% 2.9% 

西袋 

地区 

113 20 18 18 43 25 42 4 15 29 54 2 2 

100.0% 17.7% 15.9% 15.9% 38.1% 22.1% 37.2% 3.5% 13.3% 25.7% 47.8% 1.8% 1.8% 

稲田 

地区 

39 13 6 11 15 6 17 2 2 13 13 0 1 

100.0% 33.3% 15.4% 28.2% 38.5% 15.4% 43.6% 5.1% 5.1% 33.3% 33.3% 0.0% 2.6% 

小塩江 

地区 

44 14 7 10 15 8 16 7 6 15 11 0 0 

100.0% 31.8% 15.9% 22.7% 34.1% 18.2% 36.4% 15.9% 13.6% 34.1% 25.0% 0.0% 0.0% 

仁井田 

地区 

69 15 5 16 25 6 24 7 9 25 32 1 1 

100.0% 21.7% 7.2% 23.2% 36.2% 8.7% 34.8% 10.1% 13.0% 36.2% 46.4% 1.4% 1.4% 

大東 

地区 

59 10 6 14 20 5 11 8 11 30 19 3 3 

100.0% 16.9% 10.2% 23.7% 33.9% 8.5% 18.6% 13.6% 18.6% 50.8% 32.2% 5.1% 5.1% 

長沼 

地区 

51 12 8 9 14 10 19 7 13 19 10 1 3 

100.0% 23.5% 15.7% 17.6% 27.5% 19.6% 37.3% 13.7% 25.5% 37.3% 19.6% 2.0% 5.9% 

岩瀬 

地区 

55 9 7 15 25 6 27 7 6 18 16 1 0 

100.0% 16.4% 12.7% 27.3% 45.5% 10.9% 49.1% 12.7% 10.9% 32.7% 29.1% 1.8% 0.0% 
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問 16 地域社会の役割について、どのようなことを期待しますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 災害等緊

急事態が

起きた時の

対応 

防災・防犯

な ど の日

頃の協力 

子 ど も や

高齢者な

どの見守り 

催しなど住

民どうしの

交流の場 

景観保全

な ど の環

境づくり 

住民同士

の支え合

い 

その他 無回答 

767 549 418 373 114 120 210 13 27 

― 71.6% 54.5% 48.6% 14.9% 15.6% 27.4% 1.7% 3.5% 

 

  



17 

（９）地域内の協力について 

⚫ 「必要だと思う」（60.4％）が最も高くなっている。 

⚫ 協力が必要な問題としては、「災害時の助け合い」（78.0%）、「一人暮らし高齢者や高齢世帯へ

の支援」（64.3%）などとなっている。 

 

問 17 あなたは、生活していくうえでの困りごとに対して、地域の人たちが自主的に協力

しあう関係が必要だと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 必要だと思う 必要だと思わない わからない 無回答 

767 463 47 241 16 

100.0% 60.4% 6.1% 31.4% 2.1% 

 

問 18 あなたは、地域の人たちが協力して取り組んでいくことが特に必要な問題とは、ど

のようなことだと思いますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 災害時の

助け合い 

一人暮らし

高齢者や

高齢世帯

への支援 

障がいの

ある人へ

の支援 

子育て で

悩んで い

る人への

支援 

青少年の

健全育成

への支援 

健康づくり

活動への

支援 

特にない その他 無回答 

767 598 493 256 296 176 218 41 10 17 

― 78.0% 64.3% 33.4% 38.6% 22.9% 28.4% 5.3% 1.3% 2.2% 

 

  

60.4 6.1 31.4 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要だと思う 必要だと思わない わからない 無回答
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３ ボランティア活動等への参加について 

（１）ボランティア活動等への参加状況 

⚫ 「参加したことがない」が 55.0％で回答者の過半数を占めている。 

⚫ 居住地区別にみると何らかの「参加」経験がある回答割合が高かったのは、西袋地区、小塩江

地区、長沼地区となっている。 

⚫ 「参加」した内容についてみてみると、「環境美化に関する活動」（57.3％）が最も高く、参加

にあたっての問題点としては「一緒に活動する参加者が少ない」（35.1％）などとなっている。 

 

問 19 あなたはボランティア活動等に参加していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

総数 現在、週１回以

上参加してい

る 

現在、月１回以

上参加してい

る 

現在、年に１～

数回参加してい

る 

１年以上参加し

ていないが、以

前に参加したこと

がある 

参加したことが

ない 

無回答 

767 21 46 104 150 422 24 

100.0% 2.7% 6.0% 13.6% 19.6% 55.0% 3.1% 

 

  

2.7

6.0 13.6 19.6 55.0 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在、週１回以上参加している

現在、月１回以上参加している

現在、年に１～数回参加している

１年以上参加していないが、以前に参加したことがある

参加したことがない

無回答
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＜居住地区クロス集計表＞ 

  総数 現在、週１

回 以 上参

加している 

現在、月１

回以上参

加 してい

る 

現在、年に

１ ～ 数 回

参加してい

る 

１年以上参

加していな

いが、以前

に参加した

ことがある 

参加したこ

とがない 

無回答 

旧市内 276 10 15 29 54 162 6 

100.0% 3.6% 5.4% 10.5% 19.6% 58.7% 2.2% 

浜田地区 34 0 4 4 7 19 0 

100.0% 0.0% 11.8% 11.8% 20.6% 55.9% 0.0% 

西袋地区 113 8 12 12 23 52 6 

100.0% 7.1% 10.6% 10.6% 20.4% 46.0% 5.3% 

稲田地区 39 0 2 9 2 24 2 

100.0% 0.0% 5.1% 23.1% 5.1% 61.5% 5.1% 

小塩江地区 44 0 2 10 10 21 1 

100.0% 0.0% 4.5% 22.7% 22.7% 47.7% 2.3% 

仁井田地区 69 1 6 7 15 40 0 

100.0% 1.4% 8.7% 10.1% 21.7% 58.0% 0.0% 

大東地区 59 0 1 11 10 36 1 

100.0% 0.0% 1.7% 18.6% 16.9% 61.0% 1.7% 

長沼地区 51 0 2 10 16 22 1 

100.0% 0.0% 3.9% 19.6% 31.4% 43.1% 2.0% 

岩瀬地区 55 2 0 12 9 29 3 

100.0% 3.6% 0.0% 21.8% 16.4% 52.7% 5.5% 

 

 

問 20（問 19 で「１」、「２」、「３」とお答えの方）どのような活動をされましたか 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



20 

 

総
数 

高
齢
者
に
関
す
る
活
動 

高
齢
者
の
見
守
り
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
協
力
、
施
設
訪
問
等 

障
が
い
者
に
関
す
る
活
動 

手
話
の
音
読
・点

字
訳
の
支
援
や
外
出
支
援
、
施
設
訪
問
等 

子
育
て
に
関
す
る
活
動 

託
児
、
子
育
て
相
談

や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
等 

保
健
に
関
す
る
活
動 

健
康
教
室
等
の
支
援
、

献
血
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動
等 

青
少
年
に
関
す
る
活
動 

悩
み
事
相
談
や
交

流
、
子
ど
も
会
活
動
等
の
支
援
等 

環
境
美
化
に
関
す
る
活
動
（自
然
愛
護
や
美

化
運
動
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
等
） 

文
化
や
芸
術
活
動
に
関
す
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

防
災
や
防
犯
、
交
通
安
全
等
に
関
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動 

被
災
者
や
被
災
地
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
（訪
問
、
募
金
等
を
含
む
） 

そ
の
他 

無
回
答 

171 54 15 17 13 11 98 16 25 38 15 11 1 

― 31.6% 8.8% 9.9% 7.6% 6.4% 57.3% 9.4% 14.6% 22.2% 8.8% 6.4% 0.6% 

 

問 21（問 19 で「１」、「２」、「３」とお答えの方）活動に参加する中で、困ったことや苦労

したことはありますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 一緒に活

動する参

加 者 が

少ない 

活 動 費

の 資 金

が乏しい 

活動する

場 が な

い・少な

い 

リーダー

がいない 

活 動 内

容のレベ

ルアップ

が難しい 

他 の 団

体 や 活

動者との

連 携 が

難しい 

特に困っ

たことは

ない 

その他 無回答 

171 60 30 16 11 19 16 52 5 20 

― 35.1% 17.5% 9.4% 6.4% 11.1% 9.4% 30.4% 2.9% 11.7% 
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（２）今後のボランティア活動等への参加意向 

⚫ 「できれば参加したい」が 38.1％で最も高く、次いで「わからない」（26.9％）となっており、

「参加」意向のある場合の活動内容としては、「環境美化に関する活動」（47.5％）が最も高く

なっている。 

⚫ 参加が難しい場合の理由については、「体力的に参加することが難しい」（36.9%）、「時間がな

い」（34.4%）、「自分の趣味や自由な時間を優先したい」（34.4%）などとなっている。 

 

問 22 今後、あなたはボランティア活動に参加したいと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 ぜひ参加した

い 

できれば参加

したい 

あまり参加し

たくない 

参加したくな

い 

わからない 無回答 

767 43 292 125 70 206 31 

100.0% 5.6% 38.1% 16.3% 9.1% 26.9% 4.0% 

 

問 23（問 22 で「１」、「２」とお答えの方）どのような活動に参加したいですか 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6 38.1 16.3 9.1 26.9 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ぜひ参加したい できれば参加したい あまり参加したくない

参加したくない わからない 無回答
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総
数 

高
齢
者
に
関
す
る
活
動 

障
が
い
者
に
関
す
る
活
動 

子
育
て
に
関
す
る
活
動 

保
健
に
関
す
る
活
動 

青
少
年
に
関
す
る
活
動 

環
境
美
化
に
関
す
る
活
動 

文
化
芸
術
活
動
に
関
す
る
活
動 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る
活
動 

防
災
や
防
犯
、
交
通
安
全
等
に

関
す
る
活
動 

被
災
者
や
被
災
地
に
対
す
る 

活
動 

国
際
交
流
に
関
す
る
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

335 133 74 83 36 30 159 54 70 105 55 27 2 8 

― 39.7% 22.1% 24.8% 10.7% 9.0% 47.5% 16.1% 20.9% 31.3% 16.4% 8.1% 0.6% 2.4% 

 

問 24（問 22 で「３」、「４」とお答えの方）参加できない、参加したくない理由はなんです

か（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 時間が

ない 

ボランテ

ィア活動

に関する

情報がな

い 

地 域 の

人と交流

すること

に気が進

まない 

公益的な

活動に興

味がない 

興 味 の

持てる活

動 分 野

が見つか

らない 

自 分 の

趣 味 や

自由な時

間を優先

したい 

体力的に

参加する

ことが難

しい 

その他 無回答 

195 67 35 33 18 26 67 72 8 6 

― 34.4% 17.9% 16.9% 9.2% 13.3% 34.4% 36.9% 4.1% 3.1% 
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４ 福祉サービス全般について 

（１）福祉サービスに関する情報入手について 

⚫ 「あまり入手できていない」が 30.8％で最も高く、次いで「ほとんど入手できていない」

（27.4％）となっており、情報が入手できていない回答者が過半数を占めている。 

⚫ 居住地区別にみると、「ある程度入手できている」という回答割合が比較的高い地区もある。

（浜田地区：35.3％、稲田地区：35.9％） 

 

問 25 あなたは、福祉サービスに関する情報をどの程度入手できていると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 充分に入手

できている 

ある程度入手

できている 

あまり入手でき

ていない 

ほとんど入手

できていない 

わからない 無回答 

767 17 188 236 210 94 22 

100.0% 2.2% 24.5% 30.8% 27.4% 12.3% 2.9% 

 

＜居住地区クロス集計表＞ 

  総数 充分に入

手できてい

る 

ある程度入

手できてい

る 

あまり入

手できて

いない 

ほとんど入

手できてい

ない 

わからない 無回答 

旧市内 276 10 75 76 74 33 8 

100.0% 3.6% 27.2% 27.5% 26.8% 12.0% 2.9% 

浜田地区 34 0 12 9 10 3 0 

100.0% 0.0% 35.3% 26.5% 29.4% 8.8% 0.0% 

西袋地区 113 3 31 37 25 13 4 

100.0% 2.7% 27.4% 32.7% 22.1% 11.5% 3.5% 

稲田地区 39 0 14 8 10 5 2 

100.0% 0.0% 35.9% 20.5% 25.6% 12.8% 5.1% 

小塩江地区 44 2 12 11 13 5 1 

100.0% 4.5% 27.3% 25.0% 29.5% 11.4% 2.3% 

仁井田地区 69 0 15 25 22 7 0 

100.0% 0.0% 21.7% 36.2% 31.9% 10.1% 0.0% 

大東地区 59 0 8 22 17 11 1 

100.0% 0.0% 13.6% 37.3% 28.8% 18.6% 1.7% 

長沼地区 51 1 11 18 15 6 0 

100.0% 2.0% 21.6% 35.3% 29.4% 11.8% 0.0% 

岩瀬地区 55 1 6 26 14 6 2 

100.0% 1.8% 10.9% 47.3% 25.5% 10.9% 3.6% 

無回答 27 0 4 4 10 5 4 

100.0% 0.0% 14.8% 14.8% 37.0% 18.5% 14.8% 

  

2.2

24.5 30.8 27.4 12.3 2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

充分に入手できている ある程度入手できている あまり入手できていない

ほとんど入手できていない わからない 無回答
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（２）福祉サービスに関する情報の入手先 

⚫ 「市役所の窓口や広報紙」が 50.7％で最も高く、次いで「地域の回覧板」（38.1％）となって

いる。 

 

問 26 あなたは、福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数 

市
役
所
の
窓
口
や
広
報
紙 

市
公
式L

IN
E

、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

社
会
福
祉
協
議
会
の 

窓
口
や
情
報
誌 

民
生
委
員
・児
童
委
員 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

民
間
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

事
業
所 

医
療
機
関 

家
族
・親
族 

近
所
・知
り
合
い 

地
域
の
回
覧
板 

新
聞
・雑
誌
・テ
レ
ビ
・ラ

ジ
オ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

入
手
先
が
わ
か
ら
な
い 

情
報
を
入
手
す
る 

必
要
が
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

767 389 118 166 78 6 36 76 108 78 292 203 73 31 6 23 

― 50.7% 15.4% 21.6% 10.2% 0.8% 4.7% 9.9% 14.1% 10.2% 38.1% 26.5% 9.5% 4.0% 0.8% 3.0% 
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（３）地域福祉を進めるために取り組むべき施策 

⚫ 「高齢や障がいによって要介護になっても在宅生活が続けられるサービスの充実」が 48.6％

で最も高く、次いで「身近なところで相談できる窓口の充実」（33.0％）となっている。 

 

問 27 今後、地域での福祉を進めるために市はどのような施策に取り組むべきだと思いま

すか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数 

地
域
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
参

加
促
進
や
活
動
支
援 

高
齢
や
障
が
い
に
よ
っ
て
要
介
護
に
な
っ
て
も
在

宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

保
健
や
福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供
や
制
度
案
内

の
充
実 

健
康
増
進
・維
持
の
た
め
の
相
談
や
訪
問
指
導 

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

健
康
診
断
・が
ん
検
診
な
ど
の
保
健
医
療 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
な
ど
を
保
護
す
る
権
利
擁
護 

や
苦
情
対
応
な
ど
の
取
り
組
み 

身
近
な
と
こ
ろ
で
相
談
で
き
る
窓
口
の
充
実 

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
入
所
施
設
の
整
備 

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
児
童
福
祉
施
設
の
充
実 

福
祉
教
育
の
推
進 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進 

防
犯
・防
災
体
制
の
充
実 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

767 68 373 215 85 194 36 253 243 119 46 76 160 38 7 13 

― 8.9% 48.6% 28.0% 11.1% 25.3% 4.7% 33.0% 31.7% 15.5% 6.0% 9.9% 20.9% 5.0% 0.9% 1.7% 
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５ 「ひきこもり」についておたずねします 

（１）「ひきこもり」の有無 

⚫ 「いる」が 2.7％、「いない」が 96.0％となっている。 

 

問 28 あなた自身を含めたご家族の中で、６カ月以上続けて自宅にひきこもっている状態

の方はいらっしゃいますか 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 いる いない 無回答 

767 21 736 10 

100.0% 2.7% 96.0% 1.3% 

 

（２）「ひきこもり」の方の状況 

①年齢 

⚫ 「25～29歳」（19.0％）、「45～49歳」（19.0％）が高くなっている。 

 

問 29 その方の年齢は次のどれですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 ～19歳 20～24 

歳 

25～29 

歳 

30～34 

歳 

35～39 

歳 

40～44 

歳 

45～49 

歳 

50～54 

歳 

55～60 

歳 

61～70 

歳 

71歳 

以上 

21 1 2 4 3 3 1 4 0 1 1 1 

100.0% 4.8% 9.5% 19.0% 14.3% 14.3% 4.8% 19.0% 0.0% 4.8% 4.8% 4.8% 

 

  

2.7

96.0 1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いる いない 無回答

4.8 9.5 19.0 14.3 14.3 4.8 19.0 4.8 4.8 4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳

45～49歳 50～54歳 55～60歳 61～70歳 71歳以上
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14.3 57.1 19.0 4.8 4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなた自身 あなたの子 あなたの孫

あなたの兄弟姉妹 あなたの親 その他

 

②性別 

⚫ 「男性」66.7％、「女性」33.3％となっている。 

 

問 30 その方の性別はどちらですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 男性 女性 無回答 

21 14 7 1 

100.0% 66.7% 33.3% 4.8% 

 

③続柄 

⚫ 「あなた（回答者）の子」が 57.1％で最も高く、次いで「あなたの兄弟姉妹」（19.0％）とな

っている。 

 

問 31 その方は、次のうちどなたですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 あなた自身 あなたの子 あなたの兄弟

姉妹 

あなたの親 その他 

21 3 12 4 1 1 

100.0% 14.3% 57.1% 19.0% 4.8% 4.8% 

 

  

66.7 33.3 4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 無回答
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④経過年数 

⚫ 「５年以上」が 47.6％で最も高く、次いで「１年～３年」（28.6％）となっている。 

 

問 32 その方がひきこもりの状態になられてから、どれくらい経ちますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 半年～１年 １年～３年 ５年以上 

21 5 6 10 

100.0% 23.8% 28.6% 47.6% 

 

⑤原因 

⚫ 「仕事」が 47.6％で最も高く、次いで「体調不良」（38.1％）となっている。 

 

問 33 その方のひきこもりの原因はなんですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 不登校 仕事 家族問題 体調不良 地域の 

人間関係 

その他 

21 4 10 1 8 2 2 

― 19.0% 47.6% 4.8% 38.1% 9.5% 9.5% 

 

  

23.8 28.6 47.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

半年～１年 １年～３年 ５年以上
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⑥必要な支援策 

⚫ 「ひきこもりを専門とする相談支援員による支援」（42.9％）、「専門的な医療スタッフによる

支援」（42.9％）などとなっている。 

 

問 34 今後、その方がひきこもりの状況から踏み出すために、必要な福祉の支援はなんだ

と思いますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 ひきこもりを専門

とする相談支援

員による支援 

保健師による

支援 

専門的な医

療スタッフに

よる支援 

その他 わからない 無回答 

21 9 1 9 4 6 1 

― 42.9% 4.8% 42.9% 19.0% 28.6% 4.8% 
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６ 災害時の対応及び避難行動要支援者支援制度について 

（１）取組の認知度 

⚫ 「知らなかった」が 67.5％で、「知っていた」（30.1％）を大きく上回っている。 

 

問 35 あなたはこの取り組みを知っていましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 知っていた 知らなかった 無回答 

767 231 518 18 

100.0% 30.1% 67.5% 2.3% 

 

 

（２）緊急時、避難所への誘導などの必要性 

⚫ 「いいえ」が 80.4％で、「はい」（9.6％）を大きく上回っている。 

 

問 36 あなたは災害などの緊急時に、避難所への誘導など手助けが必要ですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 はい いいえ わからない 無回答 

767 74 617 63 13 

100.0% 9.6% 80.4% 8.2% 1.7% 

 

  

30.1 67.5 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っていた 知らなかった 無回答

9.6 80.4 8.2 1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ わからない 無回答
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（３）緊急時、手助けを頼める方の有無 

⚫ 「はい」43.8％、「いいえ」32.1％となっている。 

 

問 37（問 36 で「１ はい」、「３ わからない」とお答えの方）手助けを頼める方はいます

か 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 はい いいえ わからない 無回答 

137 60 44 27 6 

100.0% 43.8% 32.1% 19.7% 4.4% 

 

 

（４）緊急時、周囲への手助けの可否 

⚫ 「はい」59.2％、「いいえ」8.9％となっており、「わからない」（29.2％）も回答者の 3割程度

を占めている。 

 

問 38 災害などの緊急時に自分の安全を確保したうえで、周りに高齢者世帯や障がいの  

ある人などがいた場合、その方の避難等の手助けができますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 はい いいえ わからない 無回答 

767 454 68 224 21 

100.0% 59.2% 8.9% 29.2% 2.7% 

 

  

43.8 32.1 19.7 4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ わからない 無回答

59.2 8.9 29.2 2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい いいえ わからない 無回答
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（５）災害発生前の備え 

⚫ 「危険箇所の把握」が 61.8％で最も高く、次いで「日ごろからの隣近所との挨拶、声掛けや

付き合い」（47.6％）となっている。 

 

問 39 地震や台風などの災害発生前の備えとして、どのようなことが重要だと思いますか

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数 

地
域
で
の
災
害
対
策
の

学
習
会
の
開
催 

日
ご
ろ
か
ら
の
隣
近
所

と
の
挨
拶
、
声
掛
け
や

付
き
合
い 

地
域
で
の
避
難
訓
練
の

実
施 

危
険
箇
所
の
把
握 

地
域
に
お
け
る
支
援
団

体
の
組
織
づ
く
り 

地
域
の
避
難
行
動
要
支

援
者
の
把
握 

避
難
行
動
要
支
援
者
に

対
す
る
情
報
伝
達
体
制

づ
く
り 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成 

そ
の
他 

無
回
答 

767 156 365 155 474 105 224 228 73 14 28 

― 20.3% 47.6% 20.2% 61.8% 13.7% 29.2% 29.7% 9.5% 1.8% 3.7% 
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７ 成年後見制度について 

（１）制度の認知度 

⚫ 「制度の内容を知っていた」が 39.4％、「名前は聞いたことがあるが、制度の内容はわからな

かった」が 32.9％で回答者の 7割強は認知している。 

 

問 40 あなたは、成年後見制度をご存じですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 制度の内容を知って

いた 

名前は聞いたことがあ

るが、制度の内容はわ

からなかった 

名前も制度の内容も

わからなかった 

無回答 

767 302 252 195 18 

100.0% 39.4% 32.9% 25.4% 2.3% 

 

 

（２）制度の利用意向 

⚫ 「福祉サービスの利用や医療機関への入院手続きが難しくなったとき」の利用意向が 66.0％

で最も高いが、他のケースでも制度の利用意向は過半数を占めている。 

 

問 41 あなた、もしくはあなたの家族が次のような状態になった際に、成年後見制度を利

用したいと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.4 32.9 25.4 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

制度の内容を知っていた

名前は聞いたことがあるが、制度の内容はわからなかった

名前も制度の内容もわからなかった

無回答

51.6 

50.6 

66.0 

41.5 

40.3 

27.9 

6.9 

9.1 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（１）金銭管理や財産管理などに際しての判断が難しくなっ

たとき

（２）売買契約や不動産契約に際しての判断が難しくなった

とき

（３）福祉サービスの利用や医療機関への入院の手続きが

難しくなったとき

利用したいと思う 思わない 無回答
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（３）制度利用にあたっての困りごと 

⚫ 「制度の詳しい内容がわからない」が 56.2％で最も高く、次いで「費用がいくらかかるのか

わからない」（54.9％）、「手続きの方法がわからない」（54.8％）などとなっている。 

 

問 42 成年後見制度を利用したいと思ったとき、どのようなことで困ると思いますか 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総数 制度の詳し

い内容が

わからない 

誰が申請

できるのか

わからない 

手続きの

方法がわ

からない 

費用がいく

ら か か る

のかわか

らない 

相談先が

わからない 

その他 無回答 

767 431 290 420 421 356 27 76 

― 56.2% 37.8% 54.8% 54.9% 46.4% 3.5% 9.9% 
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８ 再犯防止の取り組みについて 

（１）再犯防止協力者の認知度 

⚫ 「保護司」が 57.5％で最も高くなっている。 

 

問 43 再犯防止に協力する民間協力者として、次のような方々がいることを知っていまし

たか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 保護司 更生保護

女性会 

協力雇用

主 

ＢＢＳ会 更生保護

施設 

少年補導

員 

いずれも

知らない 

無回答 

767 441 58 128 20 196 305 231 25 

― 57.5% 7.6% 16.7% 2.6% 25.6% 39.8% 30.1% 3.3% 

 

（２）再犯防止への協力意向 

⚫ 「思う」（6.3％）及び「どちらかといえば思う」（29.9％）で３割強となっており、「思わな

い」＋「どちらかといえば思わない」＝39.5％をやや下回っている。 

 

問 44 非行や犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 21.8 24.8 14.7 30.9 1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない

思わない わからない 無回答
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総数 思う どちらかと

いえば思う 

どちらかとい

えば思わない 

思わない わからない 無回答 

767 48 167 190 113 237 12 

100.0% 6.3% 21.8% 24.8% 14.7% 30.9% 1.6% 

 

 

⚫ 協力意向のある場合の内容については、「再犯防止に関係するボランティア活動に参加する」

（33.5％）が最も高く、次いで「広報・啓発活動に参加する」（25.1％）、「犯罪をした人に、

直接、助言や援助をする」（23.3％）などとなっている。 

 

問 45（問 44 で「１ 思う」、「２ どちらかといえば思う」とお答えの方）どのような協力

をしたいと思いますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 犯罪をした

人 に 、 直

接 、 助 言

や援助を

する 

協力雇用

主として、

犯罪をし

た人を雇

用する 

更生保護

施設にお

金や品物

を寄附す

る 

再犯防止

に関係する

ボランティ

ア 活 動 に

参加する 

広報・啓

発活動に

参加する 

インターネ

ットを活用

して広報・

啓発活動

の情報を

発信する 

わからな

い 

その他 無回答 

215 50 20 33 72 54 16 48 2 2 

― 23.3% 9.3% 15.3% 33.5% 25.1% 7.4% 22.3% 0.9% 0.9% 
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⚫ 協力意向がない理由については、「非行や犯罪をした人と、どのように接すればよいかわから

ないから」（52.8％）が最も高く、次いで「何となく怖いイメージがあるから」（39.9％）、「非

行や犯罪をした人とかかわりを持ちたくないから」（39.9％）などとなっている。 

 

問 46（問 44 で「３ どちらかといえば思わない」、「４ 思わない」とお答えの方）協力し

たいと思わない理由を教えてください（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数 

何
と
な
く
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
か
ら 

非
行
や
犯
罪
を
し
た
人
と
か
か

わ
り
を
持
ち
た
く
な
い
か
ら 

非
行
や
犯
罪
を
し
た
人
と
、
ど
の

よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
か
ら 

自
分
自
身
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い 

か
ら 

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が 

わ
か
な
い
か
ら 

時
間
的
余
裕
が
な
い
か
ら 

興
味
が
な
い
か
ら 

非
行
や
犯
罪
を
し
た
人
の
支
援

は
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う

べ
き
だ
か
ら 

非
行
や
犯
罪
を
し
た
人
に
は
支

援
を
す
べ
き
で
な
い
か
ら 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

303 121 121 160 46 91 100 39 52 22 7 17 5 

― 39.9% 39.9% 52.8% 15.2% 30.0% 33.0% 12.9% 17.2% 7.3% 2.3% 5.6% 1.7% 
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（３）再犯防止活動の認知度 

⚫ 「両方とも聞いたことがない」が 47.7％となっており、「両方とも聞いたことがある」（14.7％）

を上回っている。 

⚫ 活動を知ったきっかけとしては、「パンフレットやポスターで知った」が 56.5%で最も高く、

次いで「テレビや新聞で知った」（47.3%）となっている。 

 

問 47 再犯防止に関する広報や啓発活動として取り組んでいる「社会を明るくする運動」、

「再犯防止啓発月間」を聞いたことがありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 両方とも聞い

たことがある 

「社会を明るく

する運動」の

み聞いたこと

がある 

「再犯防止啓

発月間」のみ

聞いたことが

ある 

両方とも聞

いたことが

ない 

わか ら な

い 

無回答 

767 113 98 49 366 122 19 

100.0% 14.7% 12.8% 6.4% 47.7% 15.9% 2.5% 

 

 

問 48 問 47 で「１」、「２」、「３」（両方又はいずれかを聞いたことがある）とお答えの方

にうかがいます。どのようにして知りましたか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.7 12.8 6.4 47.7 15.9 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方とも聞いたことがある

「社会を明るくする運動」のみ聞いたことがある

「再犯防止啓発月間」のみ聞いたことがある

両方とも聞いたことがない

わからない

無回答
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総数 パンフレ

ットやポ

スターで

知った 

イベント

やシンポ

ジウムに

参加して

知った 

テレビや

新聞で知

った 

ホームページ

や Twitter や

LINE といった

SNSなどのイ

ンターネット

で知った 

知人から

聞いて知

った 

わからない その他 無回答 

260 147 20 123 23 18 4 7 4 

― 56.5% 7.7% 47.3% 8.8% 6.9% 1.5% 2.7% 1.5% 

 

（４）再犯防止の考え方について 

⚫ 「そう思う」（22.9％）及び「どちらかといえばそう思う」（41.7％）で回答者の６割強を占め

ている。 

 

問 49 再犯防止のためには、「非行や犯罪をした人を社会から排除・孤立させるのではな

く、再び受け入れることができる『誰一人取り残さない』社会の実現が大切である」、

という意見について、どう思われますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 そう思う どちらかとい

えばそう思う 

どちらかといえ

ばそう思わない 

そう思わな

い 

わからない 無回答 

767 176 320 65 38 144 24 

100.0% 22.9% 41.7% 8.5% 5.0% 18.8% 3.1% 

 

  

22.9 41.7 8.5 5.0 18.8 3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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（５）再犯防止に係る支援策について 

⚫ 「就労支援」が 69.6％で最も高く、次いで「住まいの確保」（38.1％）となっている。 

⚫ 再犯防止に向けた行政の取組については、「学校や警察との連携を強化し、児童生徒の非行の

未然防止に努める」（53.3%）、「犯罪をした人の雇用を支援する」（41.2%）、「非行や犯罪をした

人に対する支援ネットワークを作る」（40.4%）などとなっている。 

 

問 50 非行や犯罪をした人が地域に戻り生活するためには、どのような支援が大切である

と思いますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総数 住まいの確

保 

経済的支

援 

就労支援 地域住民の

関わり 

わからない その他 無回答 

767 292 234 534 239 128 29 24 

― 38.1% 30.5% 69.6% 31.2% 16.7% 3.8% 3.1% 
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問 51 再犯防止のために、行政は何をするべきだと思いますか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数 

市
民
に
対
し
て
、
再
犯
防
止
推
進
に
つ

い
て
の
広
報
・啓
発
活
動
を
す
る 

非
行
や
犯
罪
を
し
た
人
に
対
す
る
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
病
院
・学
校
・
福
祉
施

設
・民
間
団
体
等
で
構
成
）
を
作
る 

非
行
や
犯
罪
を
し
た
人
に
対
し
て
、
福

祉
制
度
の
利
用
促
進
等
、
支
援
の
情
報

提
供
に
努
め
る 

再
犯
防
止
の
民
間
協
力
者
に
対
し
て
、

財
政
的
な
支
援
を
す
る 

学
校
や
警
察
と
の
連
携
を
強
化
し
、
児

童
生
徒
の
非
行
の
未
然
防
止
に 

努
め
る 

犯
罪
を
し
た
人
の
雇
用
を
支
援
す
る 

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

― 213 310 261 183 409 316 91 18 25 

100.0% 27.8% 40.4% 34.0% 23.9% 53.3% 41.2% 11.9% 2.3% 3.3% 
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Ⅲ 調査結果のまとめ 

１ 地域の概況について 

アンケート大項目：「１ あなた自身について」「２ 地域での日常生活について」「３ ボランティア

活動等への参加について」 

 

（１）世帯状況 

○夫婦と子の２世代世帯（33.5％）が最も多く、次いで夫婦のみ世帯（24.1％）となっている。 

 

○居住地区別の状況をみると、特に旧市内におけるひとり暮らし世帯（53.1％）が多くなっている。 

 

○世帯状況の変化について前回調査と比較してみると、夫婦のみ世帯がやや増加し、3世代世帯が減少

している。 

（単位：％） 

世帯状況 H19実施 
H30実施 

（前回） 

R5実施 

（今回） 
R5／H30 

ひとり暮らし世帯 5.4 8.6 8.3 0.97 

夫婦のみ世帯 17.5 21.1 24.1 1.14 

夫婦と子の２世代世帯 35.2 32.5 33.5 1.03 

３世代世帯 35.3 19.2 15.8 0.82 

 

（２）地域生活の状況 

○須賀川市の住みやすさについては、８割程度は地域を『住みやすい（「住みやすい」＋「まあ住みや

すい」）』と感じている。また、「住みやすい」の割合が他地区に比べて高かったのは旧市内

（39.9％）で、「住みにくい」が高かったのは大東地区（13.6％）となっている。 

 

○ご近所付き合いの程度については、「あいさつを交わす程度の人がいる」（28.3％）が最も多く、次い

で「立ち話のできる人がいる」（27.2％）となっている。居住地区別にみると、「なにか困ったときに

助け合えるような親しい人がいる」が最も高いのが浜田地区（41.2％）、長沼地区（31.4％）、「立ち

話のできる人がいる」が最も高いのが仁井田地区（36.2％）、稲田地区（35.9％）となっている。 

 

○ご近所付合いで大切なものについては、「日常のあいさつ等による、人と人とのふれあい」（60.0％）

が最も多く、次いで「防犯活動や災害のときの助け合い」（42.5％）となっている。 

 

○お住いの地域の課題等については、「隣近所との交流が少ない」（30.5％）が最も多く、次いで「世代

間の交流が少ない」（29.5％）となっている。 

 

（３）地域活動の状況 

○地域活動等への参加状況については、「ほとんど（まったく）参加しない」（54.6％）が最も多い一方、

岩瀬地区、小塩江地区など、「参加している」という割合が過半数という地区もみられる。 
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（４）今後の地域づくり 

○今後、どのような地域になればよいと思うかについては、「災害時に助け合える地域」（35.9％）が最

も多く、次いで「お金のかからない住みやすい地域」（34.9％）、「若い世代にとって魅力のある地

域」（34.3％）となっている。 

 

○居住地区別には最多回答割合の内容に若干差異がみられる。 

旧市内 「災害時に助け合える地域」（36.2%） 

浜田地区 「若い世代にとって魅力のある地域」（38.2%） 

西袋地区 「災害時に助け合える地域」（47.8%） 

稲田地区 「若い世代にとって魅力のある地域」（43.6%） 

小塩江地区 「若い世代にとって魅力のある地域」（36.4%） 

仁井田地区 「災害時に助け合える地域」（46.4%） 

大東地区 「お金のかからない住みやすい地域」（50.8%） 

長沼地区 「お金のかからない住みやすい地域」（37.3%） 

岩瀬地区 「福祉サービスが充実した地域」（45.5%） 

 

○地域の人たちが自主的に協力しあう関係の必要性については、「必要だと思う」（60.4％）が最も多く

なっている。また、協力が必要な問題としては、「災害時の助け合い」（78.0%）、「一人暮らし高齢者

や高齢世帯への支援」（64.3%）などとなっている。 

 

（５）ボランティア活動の状況 

○ボランティア活動等への参加状況については、「参加したことがない」が 55.0％で最も多い一方、何

らかの「参加」経験がある割合が高い地区もみられる。（西袋地区、小塩江地区、長沼地区） 

 

○「参加」経験者の活動内容については、「環境美化に関する活動」（57.3％）が最も多く、参加にあた

っての問題点としては「一緒に活動する参加者が少ない」（35.1％）などとなっている。 

 

○今後の活動等への参加意向については、「できれば参加したい」（38.1％）が最も多く、次いで「わか

らない」（26.9％）となっており、「参加」意向のある場合の活動内容としては「環境美化に関する

活動」（47.5％）が最も多い。 

 

２ 福祉サービスについて 

アンケート大項目：「４ 福祉サービス全般について」 
 

○福祉サービスに関する情報入手については、「あまり入手できていない」（30.8％）が最も多く、次いで

「ほとんど入手できていない」（27.4％）となっている。一方、「ある程度入手できている」の割合が

比較的高い地区もみられる。（稲田地区：35.9％、浜田地区：35.3％） 

 

○福祉サービスに関する情報の入手先については、「市役所の窓口や広報紙」（50.7％）が最も多く、次い

で「地域の回覧板」（38.1％）となっている。 
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○地域福祉を進めるために取組むべき施策については、「高齢や障がいによって要介護になっても在宅生

活が続けられるサービスの充実」（48.6％）が最も多く、次いで「身近なところで相談できる窓口の充

実」（33.0％）となっている。 

 

３ ひきこもりの状況 

アンケート大項目：（５ 「ひきこもり」について） 

○６カ月以上続けて自宅にひきこもっている状態の方が「いる」（2.7％）となっており、須賀川市の世

帯数 27,866世帯（令和５年７月１日現在・令和２年国勢調査確定値に基づく推計値）×2.7％とする

と、およそ 750世帯以上に「ひきこもり」があると推定される。 

 

○年齢は「25～29歳」（19.0％）、「45～49歳」（19.0％）、性別は「男性」（66.7％）の割合が高くなっ

ている。 

 

○経過年数については、「５年以上」（47.6％）が最も多く、次いで「１年～３年」（28.6％）となって

いる。 

 

○必要な支援策については、「ひきこもりを専門とする相談支援員による支援」（42.9％）、「専門的な医

療スタッフによる支援」（42.9％）などとなっている 

 

４ 災害時の対応等 

アンケート大項目：「６ 災害時の対応及び避難行動要支援者支援制度について」 

 

○この取組に関する認知度については、「知らなかった」（67.5％）が「知っていた」（30.1％）を上回

っている。 

 

○緊急時に手助けを頼める方の有無については、「はい」（43.8％）が「いいえ」（32.1％）を上回って

いる。 

 

○災害発生前の備えについては、「危険箇所の把握」（61.8％）が最も多く、次いで「日ごろからの隣近

所との挨拶、声掛けや付き合い」（47.6％）となっている。 
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５ 成年後見制度 

アンケート大項目：「７ 成年後見制度について」 

 

○制度の認知度については、「制度の内容を知っていた」（39.4％）、「名前は聞いたことがあるが、制度

の内容はわからなかった」（32.9％）となっており、回答者の７割強は認知している 

 

○制度利用にあたっての困りごととしては、「制度の詳しい内容がわからない」（56.2％）が最も多く、

次いで「費用がいくらかかるのかわからない」（54.9％）、「手続きの方法がわからない」（54.8％）な

どとなっている 

 

６ 再犯防止の取組 

アンケート大項目：「８ 再犯防止の取り組みについて」 

 

○民間の再犯防止協力者に関する認知度では、「保護司」（57.5％）が最も多くなっている。 

 

○再犯防止への協力意向については、「思う」（6.3％）及び「どちらかといえば思う」（29.9％）あわせ

て 36.2％となっており、「思わない」＋「どちらかといえば思わない」＝39.5％をやや下回ってい

る。 

 

○再犯防止活動（社会を明るくする運動・再犯防止啓発月間）の認知度については、「両方とも聞いた

ことがない」（47.7％）が多く、「両方とも聞いたことがある」（14.7％）を上回っている。 

 

○再犯防止に係る支援策については、「就労支援」（69.6％）が最も多く、次いで「住まいの確保」

（38.1％）となっている。 

 


